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天高く馬肥ゆる秋。十五夜やお彼岸(ひがん)には、月見だんごやおはぎを用意して、秋
の実りを満喫しながら日本の伝統行事を楽しんではいかがでしょうか。
新型コロナウイルスの流行が確認されてから２年と半年程たちますが、皆様には、これ
からも一人一人がみんなの事を思い、家族の事を思い、不要不急の外出は控え、手洗
いを忘れずに頑張りましょう。

中秋の名月を「十五夜」ともいいます。十

五夜は、秋の美しい月を見ながら収穫に

感謝する日といわれ、十五夜には、15個

のお団子をお供えします。お月見に欠か

せないお団子は、白玉粉や上新粉で作り

ます。白玉粉で作るときは、豆腐を入れ

るとなめらかになり、子どもたちも食べや

すくなります。お月様の見えるところにお

団子と、秋に収穫される果物やススキを

供えて、感謝と祈りを捧げましょう。

今年は9月10日(土)です。

中秋の名月「お月見」

柿を食べると医者いらず!?

秋の果物の代表のひとつである柿。「柿が赤く

なれば医者が青くなる」ということわざがあるよ

うに、柿にはビタミンCが豊富に含まれていて肌

に良く、また免疫力を高めてくれるため、風邪の

予防やストレスを緩和してくれる作用があります。

ビタミンAも多く含み、粘膜を強くしてくれる作用

も。そのまま食べるだけでなく、なます・サラダ・

和えものにもおすすめです。スティック状に切っ

てあげると、子どもも食べやすくなり

ます。

お米は栄養たっぷり

ごはんは、味が淡泊でおかずに
も合い、よく噛むことで唾液に含ま
れるホルモンが脳を活性化します。
また、食後の血糖値も上がりにくく、
ゆっくり吸収されるため腹もちがよく、
脂質が少ないのでパンなどに比べ
太りにくい食材です。

地産地消のすすめ
「地産地消」は、子どもたちが農産
物を身近に感じることのできるよい
機会です。旬の食材で季節を感じ、
地域の特産物や伝統食などを通じて
地域への関心や愛着を深め、感謝の
気持ちをもった豊かな人間に育てま
しょう。

野菜の植え付け報告

きゅうりは、順調に育っています。なす、かぼちゃ

は、少し遅れています。台風が心配で収穫できる

きゅうりは、収穫しました。


